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人権問題に関する市民意識調査報告書 

概 要 版 

佐野市民の人権問題に関する意識を把握することにより、今後における人権行政を効果的に

推進するための基礎資料を得ることを目的に実施しました。 

（１）調査対象  佐野市に居住する満２０歳以上の男女２,０００人に郵送にて実施 

（２）調査期間  平成３０年１０月２４日～１１月９日（基準日平成３０年１１月１日） 

（３）回収率   ４３.５％（８７０人） 

（４）グラフ数値 分類別の回答者（ｎと表示）を１００％として計算した比率 

人権問題について

〔問1〕基本的人権の尊重 

(1) 基本的人権の尊重 

あなたは、「今の日本は、基本的人権が尊重されている社会である」と思いますか？次の

中から１つ選んでください。                      （ｎ＝870） 

 

 

 

(2) 日頃の人権意識 

あなたは、日頃、他人の立場を尊重することなど、人権を意識しながら生活しています

か？次の中から１つ選んでください。                 （ｎ＝870） 

 

 

 

 

(3) 人権教育に関すること 

あなたは、学校教育・社会教育における人権教育を今後どのようにすればよいと思いま 

すか？次の中から１つ選んでください。               （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

32.0

47.4

18.4

1.8

0.5

0 20 40 60

いつも意識している

ときどき意識している

あまり意識していない

全然意識していない

無回答

34.0

54.6

6.8

0.2

3.0

1.4

0 20 40 60

積極的に行うべきである

行うべきである

あまりやらないほうが良い

やるべきではない

その他

無回答

26.2 65.6 7.11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う いちがいに言えない

そう思わない 無回答

「いちがいに言えない」

と答えた方が６割を超え

ています。 

「いつも意識している」と

「ときどき意識している」を 

合わせて、約８割の方が 

「意識している」と答えてい

ます。 

「積極的に行うべきである」と

「行うべきである」とあわせて

約９割の方が「行うべきであ

る」と答えています。 
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24.7 74.7 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〔問2〕啓発活動への接触状況 

(1) 啓発活動の接触有無 

あなたは、市が行っている人権啓発行事に参加したり、人権に関する啓発資料を読まれ

たことはありますか？次の中から１つ選んでください。        （ｎ＝870） 

 
  

 

  

  

 

(2) 啓発活動の接触状況 

(1)で「1.ある」を選んだ方におたずねします。参加した行事や、見た資料は何ですか？

次の中からいくつでも選んでください。                （ｎ＝215） 

 

 

 

 

 

 

〔問3〕人権侵害とその対応 

(1) あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか？次の中

から１つ選んでください。                      （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

(2) もし、あなたがご自分の人権を侵害された場合、まずどのような行動をとりますか？

次の中から１つ選んでください。                   （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.6

13.0

28.4

27.9

62.3

20.5

0.9

0.5

0 50 100

講演会や研修会

街頭啓発（大型スーパーなど）

展示会（ポスター展・書道展）

掲示物・立看板・横断幕

広報誌・パンフレット

映画・ビデオ

その他

無回答

15.3

15.5

46.4

1.5

2.0

2.1

4.7

3.8

1.0

7.7

0 20 40 60

黙って我慢する

相手に抗議する

身近な人（家族・友人）に相談する

有力者に相談する

弁護士に相談する

法務局や人権擁護委員に相談する

市役所に相談する

警察に相談する

その他

無回答

(1)であると答えた方のうち 

６割が「広報誌・パンフレッ

ト」と答えています。 

４６.４％の方が「身近な人に 

相談する」と答えています。 

29.0 66.0 5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

７４.７％の方が「ない」と

答えています。 

約３割の方が「人権侵害され

たと思ったことがある」と答

えています。 
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〔問4〕子どもの人権 

あなたは、子どもに関することがらで、人権上問題があると思われるのはどのようなこと

ですか？次の中からいくつでも選んでください。           （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問5〕高齢者の人権 

あなたは、高齢者に関することがらで、人権上問題があると思われるのはどのようなこ

とですか？次の中からいくつでも選んでください。          （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

 

 

71.4

68.5

53.9

38.3

39.8

45.9

4.8

4.4

1.5

2.6

0 20 40 60 80

友人から仲間はずれにされるなどいじめを受けること

保護者による子どもへの虐待（暴力を加えたり、育児を放棄すること）

大人の考え方を強制したり、子どもの意見を無視すること

学校の部活動で、先輩や教師などから無理な練習等を強要されること

教師による生徒への体罰

児童買春・児童ポルノ

特にない

わからない

その他

無回答

56.7

36.8

51.0

33.0 

33.2

33.6

5.9

4.4

0.7

2.0

0 10 20 30 40 50 60

病院・養護施設・介護施設等での看護などの扱いが悪いこと

アパートなどの住宅への入居を拒否されること

高齢者をじゃま者扱いし、つまはじきにすること

働ける能力を発揮する機会が少ないこと

経済的な自立が困難なこと

悪徳商法の被害が多いこと

特にない

わからない

その他

無回答

「友人から仲間はずれにされるなどいじめを受けること」と「保護者による子どもへの虐待」が

約７割となっています。 

「病院・養護施設・介護施設等での看護などの扱いが悪いこと」と「高齢者を

じゃま者扱いし、つまはじきにすること」が５割を超えています。 
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〔問6〕障がい者の人権 

あなたは、障がい者に関することがらで、人権上問題があると思われるのはどのような 

ことですか？次の中からいくつでも選んでください。          （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問7〕外国人の人権 

あなたは、日本に住む外国人に関することがらで、人権上問題があると思われるのはど 

のようなことですか？次の中からいくつでも選んでください。     （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.4

33.8

21.5

26.2

26.8

46.6

34.7

39.0

8.6

14.3

0.7

2.6

0 10 20 30 40 50

学校の受け入れ体制が不十分なこと

就職・職場で不利な扱いを受けること

結婚問題で周囲から反対を受けること

じろじろ見られたり、さけられたりすること

アパートなどの住居への入居を拒否されること

外国人の生活習慣や宗教・文化への理解が不十分なこと

外国語による説明が少ないために十分なサービスが受けられないこと

特定の人権や民族を侮辱や排除する言動を受けること（ヘイトスピーチ）

特にない

わからない

その他

無回答

36.9

56.2

33.7

57.0

46.4

28.9

37.8

21.5

6.7

6.7

1.5

2.3

0 20 40 60

学校の受け入れ体制が不十分なこと

就職・職場で不利な扱いを受けること

結婚問題で周囲から反対を受けること

差別的な言動を受けること

じろじろ見られたり、さけられたりすること

アパートなどの住居への入居を拒否されること

外出時に交通機関、道路、店舗、公園などの利用が不便なこと

スポーツや文化活動などの地域活動に気軽に参加できないこと

特にない

わからない

その他

無回答

「差別的な言動を受けること」と「就職・職場で不利な扱いを受けること」が５割を超えてい

ます。 

「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解が不十分なこと」が４割を超えています。 
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〔問8〕インターネットによる人権侵害 

あなたは、インターネットによる人権侵害に関することがらで、人権上問題があると思

われるのはどのようなことですか？次の中からいくつでも選んでください。（ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

〔問9〕LGBT(性的指向が異性愛でない人や性自認に違和感を持つ人)にかかる人権侵害 

(1) あなたは性的指向が異性愛でない人に関することがらで、人権上問題があると思われ

るのはどのようなことですか？次の中からいくつでも選んでください。  （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

(2) あなたは、性自認に違和感を持つ人（からだの性とこころの性の食い違い）に関する

ことがらで、人権上問題があると思われるのはどのようなことですか？次の中からいく

つでも選んでください。                    

（ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

69.1

42.3

32.9

58.5

42.1

48.2

4.8

11.4

0.8

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

根拠のない悪口で、他人の名誉を傷つける表現を掲載すること

差別を助長する表現を掲載すること

捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真を掲載すること

インターネットを利用した「いじめ」が発生していること

ネット上にわいせつ画像や残虐な画像などの有害情報を掲載すること

個人情報の不正な取扱い（横流しや流出等）が発生していること

特にない

わからない

その他

無回答

52.1

42.4

42.1

33.6

28.0

26.1

22.8

9.3

23.4

0.7

2.2

0 20 40 60

差別的な言動を受けること

職場や学校などで嫌がらせをされること

就職、職場で不利な扱いを受けること

じろじろ見られたり、さけられたりすること

アパートなど住宅への入居を拒否されること

店舗への入店や施設利用を拒否されること

宿泊を拒否されること

特にない

わからない

その他

無回答

50.6
42.0

39.9
35.1

27.2
25.9

22.8
9.2

25.1
0.7
2.4

0 20 40 60

差別的な言動を受けること

職場や学校などで嫌がらせをされること

就職、職場で不利な扱いを受けること

じろじろ見られたり、さけられたりすること

アパートなど住宅への入居を拒否されること

店舗への入店や施設利用を拒否されること

宿泊を拒否されること

特にない

わからない

その他

無回答

５割の方が「差別的な

言動を受けること」と

答えています。 

「根拠のない悪口で、他人の名誉を傷つける表現を掲載すること」と約７割の方が答えています。 

５割の方が「差別的な

言動を受けること」と

答えています。 
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〔問10〕人権問題への関心度   

あなたは人権問題に関することがらで、関心のあるものは何ですか？次の中からいくつで

も選んでください。                         （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問11〕人権に関する法律の周知度 

平成２８年度に人権に関する法律が施行されました。あなたが聞いたことのある、また

は知っている法律の番号を、次の中からいくつでも選んでください。  （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

 

27.2

39.0

38.4

46.0

19.2

14.7

16.6

22.8

16.0

5.4

15.6

20.5

27.8

7.6

13.4

12.2

1.6

5.4

0 10 20 30 40 50

女性

子ども

高齢者

障がい者

部落（同和）問題

外国人

ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者及び元患者

インターネット

ＬＧＢＴ（性的指向が異性愛でない人や性自認に違和感を持つ人）

アイヌ（ウタリ）の人々

刑を終えて出所した人

犯罪被害者とその家族

北朝鮮当局による拉致問題

ホームレス

災害に伴う人権問題

人身取引

その他

無回答

27.2

23.8

21.6

49.0

7.2

0 20 40 60

障がい者差別解消法（障害を理由とする差別の解消の推進に関する

法律）

ヘイトスピーチ解消法（本邦外出身者に対する不当な差別的言動の

解消に向けた取組の推進に関する法律）

部落差別解消推進法（部落差別の解消の推進に関する法律）

どれも知らない

無回答

関心のあるものは、「障がい者」が最も多く、次いで「子ども」、「高齢者」となっています。 

法律の周知度については、約５割の方が「どれも知らない」と答えています。 
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18.7 61.1 17.8 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少し知っている 知らない 無回答

4.7 33.2 19.0 40.7 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

明らかな差別がある どちらかと言えば差別がある

差別はない わからない

無回答

部落（同和）問題について 
 

〔問12〕地区の認知 

あなたは、日本社会に「同和地区」「未解放部落」「被差別部落」などと呼ばれ、差別を

受けている地区があること、あるいは「同和問題」「部落問題」「部落差別」があることを

知っていますか？次の中から１つ選んでください。           （ｎ＝870） 

 

 

 

 

〔問13〕同和地区関係者の人権 

あなたは、部落（同和）問題に関することがらで、部落差別があると思われるのはどの

ようなことですか？次の中からいくつでも選んでください。      （ｎ＝870） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問14〕結婚差別の認知 

あなたは、現在、結婚に関して部落差別があると思いますか？次の中から一つ選んでくだ

さい。                              （ｎ＝870）   

 

 

 

 

 

 

〔問15〕結婚問題に対する態度 

59.5

19.3

25.7

27.2

13.0

9.3

19.2

1.1

2.4

0 20 40 60 80

結婚問題で周囲から反対を受けること

就職・職場で不利な扱いを受けること

差別的な言動を受けること

身元調査をされること

インターネットを利用して差別的な情報を掲載されること

特にない

わからない

その他

無回答

「よく知っている」と

「少し知っている」を

合わせて、約８割の方

が「知っている」と答

えています。 

「結婚問題で周囲から反対を受けること」と約６割の方が答えています。 

「明らかな差別がある」と「どちらかと言えば差別がある」をあわせて、「部落差別がある」と

答えた方は、３７.９％となっています。 
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(1) 親の立場でお答えください。  

仮に、あなたのお子さんの結婚しようとする相手が、同和地区の人であるとわかった場

合、あなたはどうしますか？次の中から１つ選んでください。     （ｎ＝870） 

 

 

 

 

 

 

(2) ご自身の立場でお答えください。 

仮に、あなたが同和地区の人と恋愛し、結婚しようとしたとき、親や親戚から強い反

対を受けたら、あなたはどうしますか？次の中から１つ選んでください。（ｎ＝870） 

 

 

 

 

〔問16〕部落（同和）問題の解決策

部落（同和）問題を解決するためには、どうしたら良いと思いますか？あなたのお考え

に近いものを、次の中から１つ選んでください。         （ｎ＝870） 

       

 

 

 

 

 

今回、市民の方々に、貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございました。 

佐野市では、平成 31（2019）年度に 10 ヶ年の『第３期佐野市・人権教育・啓発推進行動計画』

を策定いたします。この計画を人権行政の基本指針として、国、県及び企業・団体等と連携を

図りながら、施策を推進してまいります。 

 

 

53.7

31.3

3.4

2.0

5.5

4.1

0 20 40 60

特に気にすることなく、子どもの意思を尊重する

親としては反対するが、子どもの意思が強ければ仕方がない

家族の者や親戚の反対があれば、結婚させない

絶対に結婚させない

その他

無回答

64.6

24.8

10.6

0 20 40 60 80

自分の意思を貫いて結婚する

結婚をあきらめる

無回答

33.3

30.7

14.6

9.4

4.3

3.8

3.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

正しい知識を身に付けるため、部落（同和）問題について学習をする

同和地区のことなど口に出さずそっとしておけば、差別は自然になくなる

同和問題をよく知らない。わからない

自分の問題として解決に努力する

自分とは直接関係のない話だと思う

その他

無回答

人権問題に関する市民意識調査報告書（概要版） 

平成３１（2019）年３月 

発行：佐野市  編集：佐野市市民生活部人権・男女共同参画課 

〒327-0398 栃木県佐野市田沼町 974 番地 3 

ＴＥＬ 0283-61-1140  ＦＡＸ  0283-61-1142 

E-mail  jinkendanjyo@city.sano.lg.jp 

ＵＲＬ http://www.city.sano.lg 

「自分の意思を貫いて結婚す

る」と６４.６％の方が答えて

います。 

「特に気にすることなく、子どもの意思を尊重する」が５割となっています。 

「正しい知識を身に付けるため、部落(同和)問題について学習をする」と３３.３％の方が答えています。 
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